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情報教育科 目の履修登録 ・成績処理システム
情報科学センター ・システム開発研究員 臼 井 保 恵
1.は じめ に
情報教育 科 目カ リキュ ラムが1994年度 か ら改定 され、新1年 生 が適用 され るこ とに なった。 これ
に伴 い、情報教 育科 目の履修 及 び成績処理 部分 を事務電 算の システムか ら切 離 し、情報科学 セ ンター
で開発 ・処理 を行 い、その結・果を事務 シス テムへ返 す とい う方 式 をとる事 に なった。 情報教 育科 目
全体 が新 カ リキュラムに変 わ りシステムが完成す るまでに はまだ しば ら く時間 がかか るが、第一段
階 と して現在 までの処理状 況 を紹介 す るこ とにす る。
処 理 はOMR(マ ー ク リー ダ)、パ ソ コン、汎用計算機 を使用 し、 言語 は主 にCOBOLを 使 用 して
い る。'
なお、情報教 育科 目の履修 決定後 に、学部 で他 の科 目の履修登録 をす る。 その際 に単位 オーバー
な どで登 録取 消 ・変更等 が起 こるこ ともあ るの で、情報科 学セ ンター での処 理 を仮履修 と呼 び、学
部での処理 を本 履修 と呼ぶ。
2.主 なカ リキュラム改定点
(1)科目の改定
・コンピュー タ概 論(通 年4単 位)を 情報 基礎論1・II(各 半期2▲i嚇)に す る。
・情報処理論(通 年4単 位)を 数値情 報論1・II、文 字情報 論1・II、画像 情報論1・II(各 半
期2単 位)に す る。
・但 し農 学部 は、情報処理論1(数 値情報論1に 相 当、半期2単 位)・情報処理論II(文字情 報論
1に相 当、半 期2単 位)・情 報処理論lll(画像情報論1に 相 当、半期2単 位)と す る。
(1)受講条件
・情報基礎論IIの履修 は、情報基礎論1の 単位取得 を条件 とす る。'`"
・数値 ・文字 ・画像 情報論 ・情報処理論 の履修は、情報 基礎 論IIの単位取得 を条件 とす る。
・数値 ・文字 ・画像情報論 ・情報処理論IIの履修 は数値 ・文字 ・画像情報論 ・情報処理論1の 単
位 取得 を条件 とす る。1
・農 学部 の情報処 理論1・II・ 川の履修 は、情報基礎 論IIの単位取得 を条件 とす る。・
・農 学部の情報処理 論1・II・IIIはそれぞれ独立 に履修 で きる。
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3.1994年度 の処 理 条件
1994年度は新 ・旧カ リキュ ラムが混在 している。 また新 カ リキュラムを採用 していない学部 もあ
る。
(D学 部別履修 条件
学 部 科 目 期 間 単 位 該当学年 備 考
法 情報基礎論1 前期 2 1年 情報処理論は他学部
商 情報基礎論II 後期 2 1年 聴講として履修可
コ ン ピ ュ ーー タ概 論 通年 4 2～4年
政治 情報基礎論1 前期 2 1年
経営 情報基礎論II 後期 2 1年
農 コンピュー タ概 論 通年 4 2～4年
情報処理論 通年 4 3～4年
文 コンピュー タ概 論 通年 4 1～4年
情報処理論 通年 4 3～4年
短大 情報基礎論1 前期 2 1年
情報基礎論11 後期 2 1年
コン ピュー タ概 論 通年 4 2年
(2)科目別成績処 理方法
情報処理論
確 論1・II 1、IIの科 目ごどに成績 を提 出 して もらい、各学期 で評価 を出す。
1の評価 が不可 または未受 験の場合、IIの履修 は取 り消す。
ユー タ概 論 前期 ・後期に成績 を提 出 して もらい、2学 期の平均点で評価 を出す。
後期に成績を提出 してもらい通年の成績で評価を出す。
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① 履修 登録用紙 をOMRか ら読み込ませ、入力順番、』学生番号 ・学年組番号 ・新規再履修 ・授
業マー ク箇所、希望1順序を読み取る。 また入力 と同時に入力順番を用紙に印刷 してお く。次に
入力されたデー タをOMRか ら汎用計算機に コピー し、抽選用ファイルを作成する。 この時、
学籍 ファイルを参照 し学生番号 ・学年組番号 をチェックす る。次に科 目ファイル と突き合 わせ、
授業 コー ドを書き込む。履修登録用紙 を参照す る時は入力順番をキー とする。抽選 ファイルの
内容 をチェック ・修正 し、ダンプ リス ト・人数表等 を作成する。
② 抽選 ファイルを読 み、定員 を越 えた場合は第1希 望から順に抽選 してゆ く。履修 できなか っ
た学生のデータに取消印を付け る。抽選ファイルか ら履修 マスターを作成 し、各種帳票を印刷
す る。
③ 履修マスター を読み、学部 コー ド・入学年度 ・学籍番号か ら教育用 メール(Lamail)の登録
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番号 ファイルを作成 し、1,aMail管理・者に渡す。
④ 履修マ スターを読 み、履修者 を取 り出し、組番号に学部別履修 コー ド(9桁)を追加 した ファ
イル を学部 ・学年別 に作成 し、磁気 テープにコピー して事務 システムへ渡す。
⑤ 学部の本履修が終 わった時点で本履修 デー タを事務 システムか ら受 け取 り、履修マスターの







































① 履修マスターか ら授業科 日ごとにデータを取 り出 し、成績入力用フロッピー を教員 ごとに作
成 し採点表 と一・緒に送 る。
② 受け取ったフロッピーか ら授業 コー ド別成績デー タファイルを作成する。確 認用 リス トを印
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捌 し教 員に返却す る。得点の修正 があれば この ファイル を修 正 し、再度教員の確 認 をとる。
③ 成 績デー タファイル を読み、履修マ スターに得点、評価 を書 き込 む。前期の成績処理 であれ
ぱ不合格者 ・未受験者の後期の履修 を取 り消す。情報基礎論IIの単位 取得者名簿、不合格者名
簿等 の帳票 を印刷 す る。
④ 履修マ ス ター を読み、履修 者 を取 り出 して組番号に学部別成績 コー ド(8桁)・評価 を追加 し
た ファイルを学部 ・学年別 に作成 し、磁気テープ にコピー して後期 に まとめ て事務 システムへ
渡す。学部 の成績処理が終 わった時点で、決定 され た成績デー タ を事務 システムか ら受け取 り、
履修マ スターの追加 ・修正 を行 う。履修マスターは次年度の履修 チ ェック用 に保 存 してお く。
⑤ 学部 の成績処理 が終 わった時 点で成績デー タを事務 システムか ら受 け取 り、変 更があれば履
修 マス ターの修 正 を行 う。履修 マス ターは保存 してお き、次年度の履修登録時に参照 す る。
5.各 種 コー ド体 系
(1)授業 コー ド(セ ン ター で使 用 す る5桁 の 授業 コー ド)
地区 1桁 Z=和 泉 、K=駿 河 台1部 、N=駿 河 台2部 、1=生 田
科 目 1桁 1=情 報 基礎論1、2=情 報基礎 論II、3=情 報処理論
曜 日 1桁 M=月 、U=火 、W=水 、H=木 、F=金 、S=土
時限 1桁 1～5限
教室 1桁 1、2教 室











(3)成績 コー ド(学 部の成績処理 で使用す るコー ド。履修 コー ドの8桁 目まで)
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6.フ ァイル種 別
フ ァイル名 内 容
学籍 フ ァイル 94年度異動 修正済学籍マ スタ 一ーの コピー
科Uフ ァイル 94年度情報教育科 目の授業 コー ド、授 業期間 コー ド、教 員氏名、教員 コー ド
履修 マスター 学生番号、学年組 番号、 カナ、漢字氏名、授業 コー ド、科 目コー ド、成績(前 期、後
期)、評価(前 期 、後期、総合)、取消欄 等
抽選 用ファイル OMRシ ー ト番号、学生番 号、学年組番号、カナ、漢字氏名、新規再履修、授業 コー ド
(第1～3希 望)、履修期 間等








フ ロ ッ ピー 成績入力用教員別 ・授業別受講者データ
7.検 討 ・反省 事項
(1)OMRシー トの仕様 について
1994年度 はOMRシ ー ト土に合 計100コマ分 の授業科 目を印刷 し、第1か ら3希 望 の科 目を
マー クす る方式 を取 った。 この方式は シー ト上 に全 ての科 目が印刷 されているのでマー クしや
すい。反面、マー ク箇所が 多いの で、塗 り間違い も多い。またこれ以上 コマが増える とB5サ
イズには入 りきちない。従 って来年度以降 は授業 コー ドの数字5桁 をマー クす る方式を検討 し
たい。
② 個 人情報の参照 について
始めの入力チェ ック時に学生番 号と学年組番号の不一致のデニ タがか な り多 く出て きた。確
認のため、学籍 デー タを検索す る必要があった。デー タ検 索プログラムを作成 し、参照 を簡単
にで きるよ うに したい。 さらに前年度 までの履修登録 ・成績の累積情報 を検索できるように し
たい。
(3)デー タの訂正 、変更等の扱 いについて
履修登録デー タのエ ラー には記入 ミスが多い。 これ らの扱いにつ いて地区間で統一 してお く
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必要がある。さらに、追試、採点後の得点の変更についての合意 も必要 と思われ る。
(4)採点結果の回収につ いて
基礎論1・ コンピュー タ概論 では初めて採点表(フ ロッピー)の 配布 と回収 を行 ったが期 間
までに完全 に回収出来ず処理 に遅れが出た。後期成績処理 の場合 は入試処理 と時期が重 なるの
で、教員の協力が必要 となる。
(5)後期 の追加履修登録について
前期 で単位 を落 とした学生 向けに、後期 に も履修 登録 を行 えるような処理方法を考 えておい
たほ うが良いのではないか。
8.終 わ りに
情報科学センターq)新カ リキュラムに対 応す るために、サブシステム開発 ワー キンググループが
発足 した。数 回の話 し合 いを行 い、OMRシ ー トの設計 ・コー ド類の設計 ・処理手順 ・チェック・修
正方法など必要事項の検討 を行 った。
処理 については、急な科 目の増設 ・授業時間の変更 ・予定外の出力依頼 ・採点結=果の回収の遅れ
な どの予想外の事態にその場 で解 決 しなが ら開発 を進め てきた。 さらにOMR入 力か ら修正に至 る
まで、ワー キンググループの メンバーの協力に より無事 に前期の処理 を終わ らせ るこ とができた。
今年度は1年 の情報基礎論だけだ ったので開発に多少の余裕が持 てたのは幸いであ った。 これ らの
経験 を有効 に生か し、これか らの開発及び処理 を効率 よ く進めてゆ くために関係者の協力をお願 い
したい。
